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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 4日（火）13:30 ～ 15:02 

会  場 歌笛総合住民センター 

自治会名 歌笛地区連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、米田住民福祉部長、 

渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、酒井建設部長、木村農林水産部長、 

木村地域振興部長、上田教育部長、渡辺医療介護対策室主幹、 

秋山地域振興課長、池田地域振興課主幹 14人 

【自治会側】 

31人（男性 28人、女性 3人）のほか町議会議員 5人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 秋山地域振興課長 13:30～ 

自治会長挨拶 歌笛地区連合自治会長 
 皆さん、こんにちは。 
 本日は、まちづくり懇談会にたくさんの方々のご出席をいただきありがとうご

ざいます。また、寒さ厳しい中、そして冬らしく真っ白になり、足元の悪い中、

大野町長をはじめ、町関係者の皆様には何かとご多用の中ご出席賜りありがとう

ございます。 
 町には日ごろから、歌笛地区の要望に対し、いろいろな対応をしていただき、

この場をお借りして厚くお礼申し上げます。例年２月にまちづくり懇談会を要望

して実施しておりますが、参加された皆さんとともに、要望等について懇談させ

ていただきますので、たくさんの意義あるご意見を賜りますようお願い申し上げ、

簡単ですが開会の挨拶といたします。 
町長挨拶 大野町長  

 お疲れさまでございます。 

 最近は、やっと冬らしくなったなという感じでございますけれども、私どもの

町も雪が少ない状況でございまして、特に春の農作物などへの影響が懸念される

ところです。 

 本日は、町から４点についてお知らせし、ご説明させていただきました後に、

皆さまから懇談希望テーマの介護サービス事業と病院事業の経営改善についてお

話を伺いたいと思いますので、そちらに長く時間を取りたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

職員紹介 秋山地域振興課長 
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資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に 

ついて 

懇談希望テーマ 

及び質疑 

自治会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①新ひだか町介護サービス事業及び病院事業の経営改善の今後について 

 

 病院事業の経営改善について、三石地区には町立三石病院しか入院する病院が

ないが、静内地区は診療所を含め、個人病院など医療機関が充実している。町の

案では、三石国保病院の病院を診療所化し町立静内病院に統合するという考えだ

が、町立病院の経営改善を図る目的であれば、町立静内病院を民間委託して、三

石国保病院を充実させた方が良いのではないか。廃止して静内地区に拠点を持っ

ていくことになれば、緊急時など三石国保病院の検査機能では不十分ではないか。

三石国保病院を診療所にしたからといって、病院事業の経営改善につながるとは

思えない。町立静内病院については、委託先を探せば引き受けるところが出てく

るかもしれない。指定管理者制度でデイサービスセンターも民間委託する考えで

あれば、町立静内病院を民間委託する考えがあっても良いのではないか。 

 

 町立静内病院の民間委託については、基本的に考えておりませんでしたので貴

重な意見の一つとして検討させていただきたいと思います。 

 三石国保病院の病棟を無くして静内地区に統合することに関しては理由がいく

つかございます。 

 一つ目が医師の確保の問題です。現在、三石国保病院は医師 2 人体制で運営し

ています。医師の年齢が高年齢化していることや働き方改革の動きもあり、2020

年には勤務時間に制限がかかることになり、2人体制のまま病院を維持していくの

は難しい状況になると考えております。また、医師の確保自体ができていない状

況にあります。大学病院などからの派遣で来てもらうように要請していますが、

大学病院自体に医師がいない状況で、派遣自体が難しい状況になっています。な

ぜ、町立静内病院に統合するのかということですが、日高管内の地域医療プロポ

ーザルの中にもありますが、日高管内に循環器系の外科の常勤医がいるのが町立

静内病院のみであり、管内各町から循環器系の緊急について町で補完している状

況です。浦河赤十字病院にも循環器系の内科医はいますが、外科医はいない状況

です。それらを考えた際に、病棟がどうしても必要であるため、これらを考慮し

た状況にあります。また、医療スタッフも募集していますが、集まらない状況に

あり、三石国保病院は赤字の額よりも人材確保が難しいのが一番の問題です。こ

れらの状況から、三石国保病院の病棟については無くす考え方で進めさせていた

だき、外来を強化することで補完していきたいと考えています。 
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自治会長 

 

 

 

 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

自治会長 

 

 

 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

渡辺健康生活部長 

 

 

 

 

自治会長 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 町村合併した地区だということを念頭に置いて実施してもらわないとならな

い。旧静内町に旧三石町が吸収合併されたわけではない。しかも、合併時の投票

の際に僅かな差で合併に至ったが、半分近くは合併に反対でした。このことが今

でも残っています。財政赤字が理由であれば、静内地区には病院がたくさんある

のに、なぜ静内地区に統合しなければならないのかということも出てくる。合併

してまだ十数年なので、地域住民の感情も考えて行政を進めてほしい。 

 

 説明は町の考え方を示させていただきました。いただいたご意見も検討材料と

して計画させてもらいたいと思います。決してこれで決定したということではな

いのでご理解をいただきたいと思います。 

 

 入院については、町立静内病院で補うということだが、全病棟を廃止というこ

とについては反対である。医師が 2、3日で回復が見込めるという診断をした場合

でも、静内地区で入院しなければならないという印象を受けるが、少ない病床で

も入院できる体制は必要だと思う。2、3 病床であれば少ない医療スタッフでも対

応できるのではないか。 

 

 まず知っていただきたいのは、町立病院は 2 か所ありますが、ベッドがガラガ

ラの状況です。特に三石国保病院においては、療養病床がほとんどで 18人程度で

すが、一般の入院患者については６人程度しかいない状況です。 

 また、町立静内病院のベッドの稼働率は 6 割程度となっています。どちらも稼

働率が悪い中で、医師や看護師を常駐させていますが、多額の経費がかかります。

当町は、ベッド数 100 床で認可されていますが、統合することで医療スタッフや

病院の運営経費が半分で済みます。病院の一本化はご理解願いたいと思います。 

 もう一点ですが、救急の場合、一次医療で生命に関わる場合には応急処置を施

して、苫小牧市、札幌市に救急搬送している状況です。地理的にも苫小牧市寄り

に病院がある方が利便性は良い状況です。仮に三石国保病院の病棟を無くしても

クリニックは残すという考えで、外来の医療スタッフは常駐しているのでご安心

いただきたいと思います。 

 

 私が言っているのは、救急搬送され、医師の診断の下に 1、2日で自宅に帰れる

というケースの場合に病棟を利用できないかということです。 

 

 お気持ちは理解できます。三石国保病院にベッド数が 42 床ありますが、仮に 5

床程度残したとしても、これに関わる医療スタッフの数はあまり変わりません。

医師、看護師も夜勤で常駐しなければなりません。ベッド数を少なくしても経営

的にはかなり厳しい状況です。 

 

 赤字だということだけで人命を軽視して廃止しないで欲しい。 

 

 十分に検討させていただきたいと思います。健康生活部長が説明したように金

銭面だけ考えると赤字はほとんど変わりません。お金と生命とどちらが大切なの
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自治会員Ａ 

 

 

自治会長 

 

 

藤沢健康生活部 

参事監 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

自治会員Ｃ 

 

 

 

酒井建設部長 

 

 

自治会員Ｄ 

 

 

 

 

本庄副町長 

かということも考えて検討させていただきたいと思います。 

 

 私は三石国保病院以外に通院していない。先ほどの自治会長の意見に賛成し、

診療所化することに断固として反対する。 

 

 検討するということだが、診療所になった場合は救急の患者さんを対応するの

は診療所になるのか。 

 

 我々が一番懸念しているのが、救急の対応と入院患者の面会に来る交通手段に

ついてです。これが大きな課題だと思っています。町立静内病院は 19病床あるた

め対応できると考えています。三石国保病院が無床化になった場合には、町立静

内病院又は浦河赤十字病院での対応になると想定しています。 

 

 そのような状況になったとき、浦河町や静内地区などへ行くために 30分程度か

かることから考えてもらいたい。 

 

 4路線の町道が道道に昇格とあるが、道道から町道に降格した路線についての管

理はどうなるのか。除雪など、降格した路線の管理についても十分にお願いした

い。 

 

 降格した路線管理は、例えば草刈りについては、町で実施又は自治会にお願い

することになると思います。除雪については町で実施することになります。 

 

 病院の件で、三石国保病院の入院率が低いのは、施設が老朽化しており衛生的

な不安などもあると思う。働いている医療スタッフでさえ水が汚いと言っている。

病院までの交通手段が限られている。浦河町に行った方が近い場合もある。町民

の意見を考慮して進めていただきたい。 

 

 十分承知しています。いろいろと検討して進めて行きたいと考えています。 
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意見交換 

自治会長 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

 

 

自治会長 

 

自治会長 

 

 

 

 

 

坂総務部長 

 

 農政課を静内庁舎に異動するといろいろ困るところが出てくる。合併当初の申

し合わせ事項として、農政課を三石庁舎に置くことになっていた。農業関係者な

どに何も相談もなく一方的に進めるのは納得できない。その件について説明して

ほしい。 

 

 現在は 7 部体制で行っていますが、部を縮小していきたいという町長の考えが

あり、まずは 7 部を 5 部にさせていただきたいと思っています。課長職にもっと

権限を持たせて、行政対応を迅速化させたいという考えがあります。町長と課長

職は行政対応を密にするため静内庁舎に集約することになりますが、現場の一般

職員を静内庁舎に集約するということではございません。 

 また、合併時のことについてお話が出ましたが、合併後 10年間は元来の総合支

所機能については探ると規定されていますが、その後は申し合わせを破棄すると

いうことではないのですが、10 年間は融和を念頭においていました。職員数につ

いても減っていきます。4 月から現状の職員数が 40 人ほど減ることになります。

人口減少に合わせて職員数も合わせていかなければなりません。産業系統の部分

は一元化し、住民福祉部と健康生活部も統合するという流れになります。 

 三石国保病院も以前は 40人程度入院されていた実績がありましたが、現在は 20

人程度になっており、現状に合わせていかなければなりません。 

 

 農林水産部については、部長職を静内庁舎に配置し、課長職以下を三石庁舎に

置くという考え方なのか。 

 また、農林水産部と建設部を統合して産業建設部になるということだが、それ

だけ能力のある職員がいるのかという疑問もある。それであれば無理に統合しな

くても良いのではないか。 

 

 幅広くなれば精通していない分野が確かに増えます。部制の問題について、町

長の思いは自分の意見を課長にストレートに伝えて、課長職が現場を仕切るとい

う意味があります。各部長から懸案事項、相談について私のところに来ますが、

もっと課長職の権限を上げてこれを過渡期にしたいという思いがあります。町長

から課長へ直接指示できる仕組みを模索している最中なのでご理解をいただきた

いと思います。 

  

 現在の三石庁舎の農政課とほぼ変わらないという解釈でよろしいか。 

 

 町から生活館を廃止するように言われ、稲見生活館を廃止した。まだ廃止して

いない生活館もあると思うが、廃止した生活館は直ぐに取り壊してもらえるのか。 

 また、町の横のつながりの問題について言わせてもらいたい。生活館を廃止す

ると言われているのに、次年度の生活館の管理費用の契約を別の課からお願いさ

れた事例があった。もっと連携を取ってしっかりやってほしい。 

 

 集会施設の統廃合には、歌笛地区だけではなく全町的に進めています。65 の施
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自治会長 

 

 

 

木村地域振興部長 

 

 

 

自治会長 

設があり、経費の関係から一斉にはできません。いくつか地域を決めて、民地を

借りて生活館が立っている施設や老朽化が進んでいる施設などを先行して実施し

ている状況です。現在は、静内地区では豊畑、三石地区では鳧舞を進めさせてい

ただいています。歌笛地区は次の段階と考えています。 

 稲見生活館は休館ということになっています。休館扱いになっているのは、統

廃合することで補助金がもらえる場合があるからです。単独で解体してしまうと

補助金が受けられないので、地区全体の話が整いしだい進めていきたいと考えて

います。他にも緊急度の高い施設が 2、3か所あるため、その後に歌笛地区につい

て進めたいと考えています。 

 また、管理費の関係については、町民福祉課に確認して後ほどご連絡させてい

ただきたいと思います。 

 

 管理費の関係についてはもう解決している。ただ、疑問があるのが、休館にな

っているのに煙突を修繕した。町の関係課の連携が不十分なため、修繕してしま

った事例があった。今後は、無駄な経費をかけないように工夫してほしい。 

 

 過去の経緯としまして、煙突の関係については、担当の手違いで協議の最中に

修繕したのは事実でございます。今後についてはこのようなことがないように気

を付けたいと思います。 

 

 要望ですから回答は入りません。本日のまち墾にこれだけの人数が集まったの

は、病院の統廃合、農政課の静内庁舎への統合というところで、地区の皆さんに

感心があり、これだけの人数が今回参加したと思います。案内文書に議案と町の

考え方を掲載していれば、関心のある人が集まると思う。案内文書には日程しか

載っていないので、広く町民の意見を聞きたいという姿勢であれば載せた方が良

いと思う。 

閉会挨拶 大野町長 

 ありがとうございました。 

 少し感じたことをお話しさせていただきます。 

 何でもそうですが、以前からあるものや続いているもの、それをずっとそのま

まの方が良い、そのままの生活がしたいと世の中の方はみんなそう思っていると

思います。しかし、現実の問題として、これだけ人口が減ってきて、国も借金だ

らけです。国は医療費や福祉の世帯にお金をたくさん出さなければならないので

すが、そこを渋り始めて、それが町の財政に大きな影響を与えているという現実

があります。そういう中で、病院の問題については、これからいろいろなご意見

をいただきながら、どのような方向で進めていくのかを考えなければならないこ

とで、一つは皆さまに十分関心を持っていただきたいという気持ちもあります。

今のままできるのであれば、まだ私が町長になって 2 年足らずでこのような大き

いことをやろうとは思いません。このままだとだめだという気持ちで、このよう

な方針を出しています。皆さまも真剣にこのような意見をいただいて、その中で

良いものを作っていこう、このままだと間違いなく病院は運営できなくなると思

います。それは三石国保病院だけではなく、町立静内病院も厳しい状況になって
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います。指定管理者制度の導入というお話もありましたが、民間は我々が公営で

運営しているよりは、すぐ店をたたんだりすることは簡単です。民間に国からお

金が入って赤字を補填してくれるなど、そういうことはありませんので、私は病

院を最後の最後まで責任を持って守りたいと思っています。守るに当たってどん

なことが必要なのか、それを皆さんとともに考えていくという意味を込めまして、

昨年の秋にこのように公表させていただき、これからいろいろなご意見を伺いな

がら、我々の説明が足りないところもあるかとも思いますけれども、これから詰

めてまいりたいと思っています。 

 それともう一つ気になったのは、合併のしこりという言葉です。もう合併して

十数年経っています。その中で、ずっとしこりを残して、合併してこんなに人が

減っている、こういう経済状況になっている、世の中が変わってきています。そ

ういう中で、合併のしこり、合併したくなかったとか、したかったとか、そうい

うのはあると思いますが、現実を見て、将来に向かってどうするのかというとき

に、しこりだけ、それだけで生活はできないのです。我々の説明不足で、いろい

ろな課題について皆さまが感じているところがある、あるいは文句があるかもし

れませんが、そこは互いに話し合いながら、解決していかなければならないと思

います。そこだけは、私の気持ちとして話させていただきます。ここに議会議員

の皆さんもいらっしゃいますので、議員の皆さんとも議論しますけれども、私は

合併のしこりというのは気にしていないです。これからこの町をどうするのかと

いうことでやっております。三石地区に予算を全然かけないとか、そんなことは

ありません。必要なものは三石地区にもかけますし、静内地区にもかけます。 

 農政課の話がありましたけれども、役場の規模をもっと小さくしていかなけれ

ばなりません。そのときに三石庁舎の職員の人数を変えずに、静内庁舎の人数を

落としますか、仕事はどちらも機能性を持ってやらなければならない、そうなる

と当然重点的に仕事を配置することになる、あるいはここの仕事はいらなくなる、

そこをフラットに考えなければならないと思っています。 

 それと最後に部長制の話です。これは副町長からいろいろとお話しさせていた

だきました。基本的には副町長の言うとおりですが、これはどういう意図かと申

しますと、組織を小さくしなければならないという課題もありますが、もっと課

長、主幹、主査、主事の方々が積極的になってスキルをアップしてほしい。その

ためには、ある程度の責任を持たせて、もっと機動力を持ってスピーディーに仕

事をしてほしい、そういう思いがあります。部長が７人いたのがいなくなったか

ら、行政が止まるかというと、現実問題としては止まりません。もっと職員が頑

張ればこんなことができるということを職員自体にもわかっていただくことによ

って、もっと良い役場になるだろうし、もっとコンパクトな役場にできると思い

ます。住民の方々がだんだん少なくなっていくのに、役場だけ肥大する、役場だ

け何も変わらないということはあり得ませんので、全てのものについて、その時々

に応じた体制、考え方で進めていきたいと思っています。 

 今後とも、病院関係中心に意見交換をさせていただきたいと思いますので、合

併のしこりがないように皆さまにお願い申し上げまして、閉会のご挨拶とさせて

いただきます。 

ありがとうございました。 
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閉  会 15:02  終了 

 


